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がん・生殖医療

がん治療前/中に自身の配偶子を保存し、がん治療により将来起こるかもしれない妊孕性の
廃絶に備えること



がん・生殖医療 のお話の前に

女性の「妊孕性＝妊娠しやすさ」について少しお話をしようと思います



月経が来ていれば、妊娠できるでしょうか？
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月経が来ていても年齢が上がると（特に
30代後半になると）妊娠しづらくなります

総治療あたりの妊娠率



年齢が上がるとなぜ妊娠しづらくなるのでしょうか？



ヒトの卵子数の変化

在胎月数 年齢出生

卵
子
数

卵子は生まれたあとでは新たに作られな
いため、年齢とともに減る一方になります

卵子数のマーカー



がん治療は、卵巣機能にどのような影響を与える可能性があるでしょうか

①がん治療時の抗がん剤、放射線治
療によって、卵巣機能が低下する、喪
失する

②治療が卵巣機能そのものに直接影
響しなくても、長期のホルモン治療等が
必要になり、治療後に妊娠しづらくなる

30歳そろそろ
妊活しようかな

治療が終わって妊活しようと思ったら、
38歳相当の卵巣機能になっていた

手術のあと10年間のホルモン治療が
必要で、40歳まで妊活できなくなった

卵子数のマーカー

年齢



具体的にはどのようなことを行うのでしょうか

初経が来る前

初経開始後

卵巣組織凍結

（卵巣組織凍結）

卵子凍結

胚凍結



卵子凍結

注射あるいは内服薬 約10～14日間

採卵

（凍結するとき）

卵子凍結



（凍結した卵子を用いて妊娠をトライするとき）

月経

女性ホルモン貼付剤

黄体ホルモン坐薬

凍結卵子

融解

顕微授精

受精成立 分割

胚移植

分割期胚 or 胚盤胞



胚凍結

注射あるいは内服薬 約10～14日間

採卵

（凍結するとき）

体外受精（IVF） 顕微授精（ICSI）

胚凍結

分割期胚 or 胚盤胞



（凍結した胚を用いて妊娠をトライするとき）

月経

女性ホルモン貼付剤

黄体ホルモン坐薬

胚移植

凍結胚

融解

分割期胚 or 胚盤胞



卵巣組織凍結

腹腔鏡手術で卵巣摘出

卵巣切片を凍結

融解

腹腔鏡手術で移植



がん・生殖医療には公的助成制度があります



Take Home Message

がん治療による将来の妊孕性の低下に備えるために、卵子、受精卵、卵巣組
織を保存しておくという選択肢があり、公的助成制度があります

がん治療は妊孕性に影響を与える可能性があります

もしがんになった場合には、主治医の先生に相談してください
実際に凍結保存するかどうかの意思決定の段階から主治医、生殖担当医、他
の医療従事者が連携してサポートします
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